
問2.小学校について伺います。お子さんが通う（中学生は卒業した）小

学校について、どう考えますか。記号を〇で囲んでください。

ア　統合が望ましい イ　このまま存続がよい

構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。

久 住 中 学 校

久 住 小 学 校

久住地区未就学

白 丹 小 学 校

白丹地区未就学

都 野 中 学 校

都 野 小 学 校

都野地区未就学

直 入 中 学 校

直 入 小 学 校

直入地区未就学

城 原 小 学 校

城原地区未就学

菅 生 小 学 校

菅生地区未就学

合          計 50.5% 3.8%45.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

28.6%

0.0%

0.0%

3.3%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

36.4%

27.8%

50.0%

60.0%

42.9%

59.3%

73.3%

38.1%

73.2%

76.5%

36.4%

42.9%

72.7%

25.0%

23.5%

63.6%

57.1%

27.3%

62.5%

28.6%

40.7%

61.9%

23.3%

26.8%

69.0%

63.6%

72.2%

50.0%

40.0%

問２

学  校  名

ア統合が望ましい イこのまま存続がよい 無回答



久 住 中 学 校

久 住 小 学 校

久住地区未就学

白 丹 小 学 校

白丹地区未就学

都 野 中 学 校

都 野 小 学 校

都野地区未就学

直 入 中 学 校

直 入 小 学 校

直入地区未就学

城 原 小 学 校

城原地区未就学

菅 生 小 学 校

菅生地区未就学

合          計

学  校  名

問3.問２で「ア」を選んだ方は、その理由を選んでください。（複数回答可）

ア　児童数が少な過ぎて活動が制限される（複式学級解消を含む）

イ　多人数で切磋琢磨することによって教育効果が期待できる

ウ　友だち関係が固定され、将来の人付き合いが不安である

エ　先生への依存度が強くなり、自主性が育ちにくい

オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ア児童が少ない
イ切磋琢磨

される

ウ友達関係が

固定される

エ先生への

依存
オその他

27 22 17 1

17 17 16 1

11 9 11 1 1

3 3 1 1

4 3 1 1

4 3 2

11 9 10 3 1

13 10 10 3

7 5 4 3 1

10 6 5 3

7 4 2 2

5 4 6 2 1

4 2 2

3 2

4 5 2 1 1

130 104 89 21 6

統合理由

問３



久 住 中 学 校

久 住 小 学 校

久住地区未就学

白 丹 小 学 校

白丹地区未就学

都 野 中 学 校

都 野 小 学 校

都野地区未就学

直 入 中 学 校

直 入 小 学 校

直入地区未就学

城 原 小 学 校

城原地区未就学

菅 生 小 学 校

菅生地区未就学

合          計

学  校  名

問4． 問２で「ア」を選んだ方は、統合の進め方を選んでください。

（複数回答可）

ア　旧自治体単位で統合を進めるべきだ

イ　将来（10～20年先）を見据えて、市単位で大規模校を考えるべきだ

ウ　統合は、保護者、地域住民自らの話し合いで進めるべきだ

エ　統合は、行政の計画で着実に進めるべきだ

オ　統合は、行政と保護者・地域住民自らの話し合いで進めるべきだ

カ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ア旧自治体

単位

イ10年先

20年先

市単位

ウ保護者、

地域話し合い

エ行政の計画

で

オ行政・保護

者・地域住民
カその他

12 14 4 8 8

8 11 2 6 8

4 6 2 2 9 2

1 1 1

3 2 2 1 1

1 4 1 2

4 8 1 4 2

2 9 1 2 5 1

1 3 1 1 5

1 7 2 6 1

6 4 3 3 1

4 1 5

2 2 1 2

1 1 1

1 3 1 1 1

40 81 19 33 57 7

統合のイメージ

問４



久 住 中 学 校

久 住 小 学 校

久住地区未就学

白 丹 小 学 校

白丹地区未就学

都 野 中 学 校

都 野 小 学 校

都野地区未就学

直 入 中 学 校

直 入 小 学 校

直入地区未就学

城 原 小 学 校

城原地区未就学

菅 生 小 学 校

菅生地区未就学

合          計

学  校  名

問5. 問２で「イ」を選んだ方は、その理由を選んでください。（複数回答可）

ア　児童一人一人に目が行き届き、きめ細やかな教育ができる

イ　児童会活動などでみんなに活躍の場がある

ウ　一人一人のつながりが強く、人間関係が深まる

エ　学校が地域の核であり、活性化の場となっている

オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ア一人一人に

目が届く

イ児童会活動

など活動の場

ウ一人ひとり

つながりが強い

エ学校が地域

の核
オその他

4 2 2 2

10 5 4 3

3 1 3

4 1 2 3 1

4 2 1 4 1

4 3 2 2 1

10 6 6 6 4

5 3 4 3 2

12 9 5 18 1

20 11 14 17 3

21 7 7 8 3

4 4 2 3

3 1 1 3 1

6 4 4 3 2

2 1 1 2

112 60 58 77 19

存続の理由

問５



久 住 中 学 校

久 住 小 学 校

久住地区未就学

白 丹 小 学 校

白丹地区未就学

都 野 中 学 校

都 野 小 学 校

都野地区未就学

直 入 中 学 校

直 入 小 学 校

直入地区未就学

城 原 小 学 校

城原地区未就学

菅 生 小 学 校

菅生地区未就学

合          計

学  校  名

問6． 問２で「イ」を選んだ方は、いつまでの存続が妥当か１つ選んでください。

ア　自分の子どもが卒業するまで

イ　複式学級が１つできるまで

ウ　複式学級が２つになるまで

エ　子どもがいる限り

ア自分の子どもが

卒業まで
イ１つの複式 ウ２つの複式 エ子どもがいる限り

1 1 1 3

1 5 4 2

1 2 1 1

1 3

2 3

1 1 2

1 1 5 5

2 5

1 10 5 5

4 13 7 4

4 10 2 9

3

1 2

2 6

3

18 43 29 56

問６

いつまで存続


